
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型）                                                         令和６年４月 26 日 

神奈川県教育委員会教育長 殿                                                                  

県立藤沢支援学校長 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 29 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 13 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇自立と社会参
加に向けた一貫
性のある教育課
程を編成し、学
習指導を行う。 
 
 
 
 

① チームによる
子どもの「わかっ
た。できた」をよ
り多く引き出すた
めの効果的で持続
可能な仕組みによ
る授業を構築す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
② 生活年齢に応
じた段階的な育て
たい力を学校全体
で共有する。 

①-1 研究推進班を中心
に、子どもの実態に応じ
た具体の手だてや実践を
各学部内及び各学部間で
共有を図るとともに、実
践を積み重ね、深化を図
る。 
①-2 年次研（中堅研）の
研究テーマと連動した授
業改善を行う。 
 
 
 
 
 
② 小中高各学部における
育てたい力を明確にす
る。 

①-1 子どもの「わか
った。できた」につ
いて、単元後等、振
り返りの場を設定
し、授業改善ができ
たか。 
 
①-2 課題に対する研
究の取り組みと成果
を共有できたか。 
 
 
 
 
 
② 各学部の育てたい
力を共有できたか。 

①-1 教科のねらい
や手だて等につい
て、学部研究の中で
整理することによ
り、授業改善につな
げた。  
  
①-2 「環境を活か
し生徒が主体的に取
り組む授業プログラ
ムの実践」を通し
て、生徒は意見を積
極的に出すなど、主
体的な取組みが見ら
れた。  
② 次の４年間に向け
た学校目標と学部教
育目標について、育
てたい力のつながり
を見直し、整理し
た。 

① 子どもが一層「わ
かった・できた」の
実感が持てるための
授業力の向上や単元
や題材等の設定が課
題であり、生きる力
に結び付く授業を計
画、実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
② 各学部の整理した
育てたい力をもと
に、学校全体がつな
がりをもって取組み
を進めることが課題
である。 

「わからない・でき
ない」ことを経験す
ることや、失敗を通
してそこから修正す
る力を育成すること
も大切である。 
 ICT の利活用につ
いて、教員の自己満
足になっている可能
性がある。保護者に
機器を使っている場
面を見せる必要があ
る。 
●保護者アンケート 
‣ 授業を通して「わ
かったできた」経験
を重ねている。 
Ｂ評価以上 93％ 
‣ 楽しく通学し、意
欲的に学んでいる。 
Ｂ評価以上 92％ 

①学部研究を通した授
業改善の仕組みを活用
し、授業改善の取組を
持続することができ
た。年次研の研究テー
マと連動したチームに
よる授業づくり、授業
改善の取組により、子
どもの主体的な取組を
引き出した。 
 より良い授業づくり
を共有し、全体の授業
力を向上することが課
題である。 
 
②プロジェクトを通し
て、育てたい力の学部
間の繋がりを整理し、
学校教育目標と学部教
育目標を全校で共有す
ることができた。 

①学部研究、年次研の
実践研究の仕組みを活
用し、授業改善を継続
する。 
子どもたちが「わか

った・できた」という
姿、良い授業イメージ
を共有し、授業づく
り・改善の取組を共有
することで、全体の授
業力向上を図る。 
タブレット端末を活

用しながら、効果的な
活用方法を検討する。 
 
②共有した育てたい力
の小中高のつながりを
もとに、授業実践の取
組を教育課程に反映さ
せていく。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

〇個々の障害特
性を理解し、生
活年齢や発達段
階 に 合 っ た 指
導 ・ 支 援 を 行
う。 
 
 
 
 

① 集団生活にお
いて、子どもが状
況に応じて自由で
安心、自信をもっ
て適切に行動がで
きるようにするこ
と等、社会に出る
力の育成を図る。 
② 子どもの学校
生活における指導
支援の方法や環境
設定の工夫に際
し、専門職等の参
画の整理も含め組
織的に行う。 

① 学部学年チーム等の多
角的な視点によって、他
者との関わりに係る課題
の共有を図り、その改善
の方策が子どもの実体験
として積み重なるよう系
統的に設定する。 
 
 
② 子どもの見立てや個別
教育計画作成時、また
は、ケース会開催時や指
導支援の場面等におい
て、校内外の資源を適切
に活用し、多面的に課題
を捉え、支援に活かす。 

① 集団生活におけ
る個々の課題の共
有を図るととも
に、子どもの目的
的な活動に効果的
につなげることが
できたか。 
 
 
② 専門職等の校内
外の資源との連携
を効率的に進めら
れたか。また、専
門職等の視点や意
見も参考に支援・
指導に活かせた
か。 

① 教室の机の配置等
の環境設定をするこ
とや授業実践をとお
して、個々の実態や
課題に応じた集団内
における他者との適
切な関わりが持てる
ように育成した。 
 
② 専門職等の支援や
助言を活かすこと
で、子どもの見立て
や課題の改善に向け
た取組みが進んだ。 

① 子ども同士の活動
の幅をさらに広げる
ことや教員間の系統
性のある多角的な連
携が必要である。学
部研究等を通じて、
より適切な環境設定
を図っていく。 
 
② 積み重ねてきた成
果を確実に引き継ぐ
ことが課題であり、
一人ひとりのニーズﾞ 
に応じた環境設定を
より進めるために、
専門職等の有効活用
を計画する。 

子どもに平均点を
求めるのではなく、
個々の子どもの長所
や興味関心を伸ばす
ことが大切である。 
  
 
●保護者アンケート 
‣ 個別教育計画の支
援の手立てが共有さ
れ、授業に生かされ
ている。 
Ｂ評価以上 87％ 

①子どもが安心して取
組むことができる環境
を担保することで、学
習を通して、他者の心
情を想像した言動や協
力してやり遂げようと
する姿が見られるよう
になった。 
 
②限られた資源や環境
の中で、子どもの認知
や特性を多角的に把握
分析し、子どもの成長
をより効果的に促すた
めの支援の手立てと環
境整備が課題である。 

①一人ひとりが尊重さ
れ安心して学ぶことの
できる環境の中で、活
動の幅を拡げるととも
に、集団内における適
切な関わりができるた
めの学習展開や支援の
手立てを整える。 
 
②一人ひとりの障害の
状況や教育的ニーズに
応じた学習環境と支援
体制を構築していく。 
 

３ 進路指導・支援 

〇卒業後の生活
をイメージし、
小学部段階から
系統性のある進
路指導・支援を
行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 一人ひとりの
特性に応じて支援
を理解する力を醸
成し、主体的に判
断・選択する力、
そして行動する力
の育成を図る。 
 
 
 
 
②生活年齢と発達
年齢とのバランス
を図りながら、将
来必要となる力の
獲得に向け、現段
階で育成する内容
を保護者と協働し
て取り組む。 

① 係活動や作業班等の学
習活動において、子ども
が主体的に自己選択、自
己決定ができる機会や他
者との関わりの場面を計
画的に設定する 
 
 
 
 
 
② 保護者や教職員に対し
て社会生活に向けた各年
齢段階における必要なス
キルに係る情報提供を行
うことで、家庭の役割、
学校の役割を踏まえた指
導支援を行う。 

① 選択場面等の設
定がある学習活動
が実践できたか。
また、目的に対
し、子どもは適切
に行動ができた
か。 
 
 
 
 
② 保護者、教職員
への情報提供は的
確であったか。ま
た、保護者と協力
して取り組めた
か。 

① 「手伝ってくださ
い」等の依頼を表出
する場面を意図的に
設定し、支援を理解
する力の育成を図っ
た。また、自己選択
や役割を担う機会を
とおして、互いに教
え合いながら取組む
姿につながった。 
 
② 選ぶ、伝える等の
他者と関わる力の獲
得・向上に向け、保
護者と協働して学習
を行った。また、進
路説明会等の機会を
増やし、教員との共
通理解や保護者間の
情報提供・共有を行
った。 

① 子どもの主体性の
育成と支援のバラン
スが課題である。自
己選択、自己決定の
ための目標について
は、随時見直すな
ど、周囲の状況を把
握し、集団の中での
自身の役割を意識し
た行動ができるよう
支援を行っていく。 
② 説明会等の内容を
学部内で共有するな
ど、引き続き、保護
者と教員が共通理解
のもと連携して指導
支援していく必要が
ある。 

 社会に出ていくた
めの充実したつなが
りのある指導が感じ
られた。 
集団の中で過ごせ

る力は最低限必要で
ある。 
 
●保護者アンケート 
‣ 選択や自分の気持
ちを伝えることを通
して、自分の役割に
取り組もうとしてい
る。 
Ｂ評価以上 88％ 

①自ら働きかけること
により、他者の協力や
支援が受けられること
を学ぶ機会を多く設定
し、完遂することで子
どもの自己肯定感を高
めた。自主性と支援方
法や量のバランスを考
慮することが課題であ
る。 
 
②保護者学習会を通し
て、進路支援の流れや
生活年齢に応じて育成
したい力について情報
発信した。家庭と学校
教育のバランスを図り
ながら、保護者と教員
が共通理解のもと連携
していく必要がある。  

①学習過程において、
自分で選ぶこと、決め
ることに伴う、結果を
受け入れる経験を重ね
ることで、目的を持っ
た選択や子どもが支援
を受けることを含め、
主体的に判断し行動で
きる学習活動を展開す
る。 
 
②より良い社会生活や
進路の選択に向け、本
人及び保護者に対して
情報提供、体験・実習
等のコーディネートを
行う。保護者対象進路
学習会を継続し、生活
年齢に応じた育成した
い力や進路支援の流れ
を情報提供する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 29 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 13 日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

〇共生社会の実

現に向け、地域

資源の活用、本

校の資源の活用

等を通し、双方

に有益な取り組

みを行う。 

① 本校の活動を

地域に発信・浸透

させるとともに、

子どもたちの社会

性や人間性を育み

ながら、地域との

協働をより充実さ

せる。 

 

 

 

 

② センター的機

能の向上・充実を

図ることで、校内

及び地域の学校等

の専門性を高め、

持続可能な支援体

制を構築する。 

①-1 学校だより等を用い

て本校の活動の状況等を

地域へ発信する。 

①-2 地域の各機関が主催

するイベント等に参加す

るなど、地域との効果的

な繋がりを構築する。 

 

 

 

 

 

②-1 子どもの指導や支援

に係る相談や情報提供

等、校内外の支援機能の

充実を図る研修会を企画

運営する。 

②-2 地域の学校等のニー

ズを把握し、校内体制の

充実を図ることができる

よう働きかけをする。 

①-1 情報発信の内

容や回数等が的確

であったか。 

①-2 地域と協働し

た子どもたちの学

習活動が促進され

たか。 

 

 

 

 

 

②-1 研修会の内

容、回数は適切で

あったか。 

 

 

②-2 地域の学校等

への支援体制の向

上や充実が図れた

か。 

① 年間５号の学校便

りや県のホームペー

ジ「がっこう最前

線」等をとおして、

本校の活動を発信し

た。また、地域から

学習のための素材を

提供していただき、

制作した作品を公民

館まつりやインター

ネットの仮想空間上

で展示した。 

② 校内外のニーズを

踏まえた研修会の開

催、地域の小中学校

等への巡回相談をと

おして、各校におけ

る支援体制の向上を

図ることができた。 

巡回相談 30 回 

講師派遣 11 回 

① 子どもの実態に合

わせて地域との関係

をより発展させるこ

とが課題である。子

どもが主役となるた

めの情報の発信と収

集を引き続き行い、

地域と学校の双方が

WINWIN となるよう取

り組む。 

 

 

② 保護者の思いや地

域のニーズを把握し

た研修会の設定が課

題である。センター

的機能がより効果的

に発揮できるように

するとともに、本校

の役割を積極的にア

ピールしていく。 

作業班等で栽培し
ている野菜を地域で
提供販売できるとよ
い。 
 相談支援に係るア
ンケートについて、
教員の中に「わから
ない」と回答するの
は問題である。 
 
●保護者アンケート 
‣ 地域対象の研修や
地域住民と協働した
活動が行われた。 
Ｂ評価以上 66％ 

①学校便りや学習活動
の新聞掲載、地域の方
を招いたイベントの開
催を通じて、本校の活
動を地域に発信、浸透
させ、地域にも有益な
繋がりを構築した。 
本校の取組みや役割

をより地域等に浸透さ
せることやニーズを効
率的に把握する必要が
ある。 
 
②校内外のニーズを踏
まえた研修会を実施す
ることや巡回相談を通
じて、地域の持続可能
な支援体制の強化を図
り、共生社会の実現に
向けた一助を担った。 

 

①時代に即した効率の
よい情報発信及び地域
のニーズや人材に関す
る収集方法を検討し、
地域貢献の視点で教育
活動を展開することに
より、地域と学校が
WINWIN の関係性を構築
する。 
 
 
 
 

②今後の特別支援教育
に係る国や県の動向等
を把握しながら、地域
や関係機関のニーズを
踏まえたイベントや研
修会を企画運営し、持
続可能な支援体制を構
築する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇 安 全 ・ 安 心

な、事故・不祥

事のない学校で

あるよう管理・

運営を行う。 

① お互いに認め

合う風土を醸成

し、全職員の心理

的安全性を構築す

るとともに、チー

ムで業務を遂行す

ることで、事故・

不祥事の未然防止

を図る。 

 

 

② 防災教育の充

実を図るととも

に、組織として子

どもを守る環境を

整備する。 

 

①-1 同僚を慮る実践的な

技能等の獲得のための研

修会を行う。 

①-2 業務の進行状況をチ

ームで把握することや、

チームで業務を遂行する

ことに係る改善点の洗い

出しや対応の共有を図

る。 

 

 

②-1 学校安全計画の課題

の共有を図るとともに、

子ども一人ひとりに即し

た実践的な防災教育の充

実を図る。 

②-2 自然災害等の発災を

想定した訓練の充実や危

険回避のための環境整備

に係るチェック表の策定

等を行う。 

①-1 研修会の内容

と回数は適切であ

ったか。 

①-2 チームでの取

り組みが業務の平

準化や心理的安全

性につながった

か。 

 

 

 

②-1 子どもが自分

で自分を守る行動

をとるための環境

設定や学習活動が

実践できたか。 

②-2 具体を想定し

た訓練の充実やチ

ェック表が機能し

たか。 

① 「メラビアンの法

則」等、人の心理状

態の知識を深める研

修会を実施した。ま

た、業務遂行におけ

る課題に対し、班長

を中心にチームで対

応することに努め、

事故不祥事の未然防

止のための改善を図

った。 

② 緊急地震速報発報

端末を活用した訓練

を定期的に実施し、

子どもたちは真剣に

取り組んだ。また、

対策本部への情報の

集約や指示が伝達さ

れる仕組みと手段を

改めて整理した。 

① 自他の心理等を客

観的に把握するため

に、言動を振り返る

機会を設ける。ま

た、各学部分掌にお

ける応援態勢の組み

方や分掌業務の遂行

に際し、チームとし

て対応する力の醸成

を図っていく。 

 

② 発災時において、

子どもが自身で身を

守る行動に移せるよ

う訓練を積み重ね

る。対策本部を中心

とした情報の集約、

指示の伝達の仕組み

を活用しながら、よ

り具体を想定した防

災訓練や備品等の充

実を図っていく。 

同僚性を高めるこ
とや、ハラスメント
のない職場の構築に
向けた研修会を実施
し、教員が安心して
働けるようになって
ほしい。 
 
 
 
 
 
●保護者アンケート 
‣ 児童生徒の個人情
報の保護に努め、事
故・不祥事の防止に
取り組んでいる。 
Ｂ評価以上 93％ 
‣ 学校は安全な場所
である。 
Ｂ評価以上 94％ 

①研修会等を通してお
互いに認め合う風土の
醸成を図ることで職員
の心理的安全性を構築
するとともに、事故不
祥事の未然防止に向
け、各教員の意識の向
上を図った。 

 
 
 
 

②発災時における多数
の課題を想定し、その
対応を策定すること
で、組織として子ども
を守る環境の向上を図
った。 
安全、安心な環境の

構築における対策に際
しては、より教職員間
の風通しのよい職場に
することや災害時にお
ける想定外を減ずる必
要がある。 

①全職員が自身の意見
等を安心して発信しや
すくする風土を醸成す
るために、他者を尊重
することや組織の一員
として行動ができる実
践的な研修会を企画す
る。 
 
 
 
 

②学校安全計画につい
ては、時点修正だけで
なく、多数の万が一を
想定することで、その
対応案を策定すること
でマニュアル等の精度
を上げていく。 

  


